
 

                                                                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

                       

                      

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

 

 

 

THE Y’S MEN’S CLUB OF FUJI— GOKO 

創      立 2003 年 3 月 12 日    チャーターナイト 2003 年 5 月 10 日  

      2026 年 富士五湖クラブ ９月号ブリテン 第２６４号 

 

会長 後藤明久 

副会長 望月喜代子 

副会長 原 俊彦 

書記 後藤昭子 

会計 望月喜代子 

会計 武藤五子 

直前会長 尾﨑時恵        

 

 

★国際会長 ヨハン・ヴィルヘルム・エルトヴィク（フィンランド） 

“Waking the Sleeping Giant with Blue Music” 

「ブルーミュージックで眠れる巨人を目覚めさせる」 

スローガン “YMI ― Empowering Life” 「YMI ― 人生を力づける」 

★アジア太平洋地域会長 ラチャン・マニーカン 

“Awakening the Asia Pacific Area with Blue Music” 

「アジア太平洋地域をブルーミュージックで目覚めさせる」 

スローガン“Empowering Communities, Inspiring Generations” 

「地域社会を力づけ、世代を鼓舞する」 

 

★東日本区理事 山下 真（十勝） 

“挑戦なくして進化なし” スローガン「響け 挑戦のブルーミュージック」 

★あずさ部部長 大和田浩二 

“親睦と CS 活動を部の原動力として外へ飛び出そう!!” 

★富士五湖クラブ 会長 後藤明久 

“交流を進め、親睦を深めてワイズ発展” 

「まずは参加し、ワイズライフを楽しもう」 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

2026 年 第 22 回富士山例会 
                         

２０２６年９月２６日(土)    

１４：００   富士山５合目 佐藤小屋集合 

         ５合目散策・自由時間 

１５：００～  例会 

１６：００～ おたのしみの時間 
日野 峻（たかし）さんの卓話  

１７：００～  バーベＱ＆懇親会 

２０２６年９月２７日(日）        

8:00～朝食・自由時間 

１０：００～ オプショナルツアー 

       船津お胎内の散策 

１２：００  温泉・昼食後、 

14:00   解散 
 

 

８月のデータ 

会員数          １２ 名           

 出席者             9 名  

  ゲスト・コメット     3 名   

出席率          75％           

ニコニコ 累計     ２７，８００円 

 

 

 

今月の HappyBirthday 

  7 日 須藤道子さん 

 27 日 原 淑子さん 

      おめでとうございます☆ 

アニーバーサリーは該当がありません 

 

 

 



あずさ部第一回評議会 
原

原 俊彦 

8 月１日（土）、大和田部長のお膝元・長野で

第一回あずさ部評議会が開催されました。 

富士五湖クラブからは珍しく我々２人だけ。 

 
この時期は、とうもろこしの最盛期、浅間神社

の諸行事で皆さん大忙し・・・ 

出席したのはヒマな我々だけ・・・富士五湖ク

ラブとしては珍しく寂しい二人だけでの参加

となった訳です。 

当日は『長野びんずる祭り』で会場周辺は大

賑わい、長野の駅からナビを頼りに向った筈

が迷ってしまい、会場に着いたのが時間ギリ

ギリでした。 

開会式は長野クラブメンバーによるトーンチ

ャイムでのワイズソングでスタート。 

第二号議案で次々期部長クラブとして甲府

21 クラブが全会一致で承認された事が 

特筆すべき議題の一つです。 

評議会の後は会場を『レストラン・やま』に移し

て『あずさの集い』が行われ、会長報告やイベ

ント PR など和やかな雰囲気の中、お互い素

晴らしい情報交換の場となりました。 

 

東京多摩スマイル 

ワイズメンズクラブ 

10 周年記念感謝会 
原

原 淑子 

8 月 23 日（日）16:00〜17:00 に ZOOM

で開催されました。参加者は、約 100 名弱 

との事でした。ZOOM での記念例会は、世界

で初めてだそうです。 

「10 年の歩み」を視聴し、祝辞は星野東京

YMCA 総主事、山下東日本区理事、スポンサ

ークラブである東京町田コスモスクラブの山

口会長より頂き、深尾部長からもご挨拶があ

りました。その後で、参加者が思い思いの飲

み物を手に全員で乾杯！そのまま記念撮影。

記念講演は藤田メンの「家庭菜園のススメ」で

した。画面の関係上、一度に参加者全員のお

顔が見られないのは残念でした。これから先

の記念例会、周年行事に遠方の方、年齢的に

会場には行けないが参加されたい時に、対面

の参加とオンラインでの参加の両方で進行す

るのも一つの方法かな、と思いました。 

 

8 月例会報告 

 
2026 年 8 月 28 日(金)19 時～ 

ふれあいセンター 

参加者：後藤 2、原 2、望月 2、尾﨑２、三浦 

武藤＋ﾏｷちゃん、田草川 

 

８月は１回だけの例会開催ということで久々

の例会になりました。 

 

＜議事＞ 

・9/1２ぶどう棚下の例会（甲府２１） 

参加者：望月夫妻、尾﨑→申し込み済み 

・9/19 御殿場クラブ BBQ 例会 

参加者：後藤２、望月２、 

・9/21 銀河鉄道の森デイキャンプ 

甲府 21 クラブ荻野会長より参加のお誘いが

あったが今回は連休中ということでメンバー

の都合がつかずまたの機会に見送り 

・9/26-27 日 第 22 回富士山例会 

宿泊保険は人数が出たところで加入→三浦 

前日の買い物は望月夫妻。肉→後藤が手配 

第 1 部司会：望月、第 2 部司会：小池（三浦） 

お楽しみの時間は仙台広瀬川クラブの日野ワ

イズの卓話（50 分） 

鉄板奉行は参加者が決まったら振り分けする 

今回からは合同例会としない 

BBQ の時間に FF 弾き語りの演奏 

オプショナルツアーは船津お胎内散策 

貸出備品について→原が確認 

 

 
 



・熊本地震の献金について 

山梨 YMCA に\27000 を献金 

田草川主事に預けた。 

・銀河鉄道の森 基金について 

クラブとして\100000 を献金 

同じく田草川主事に預けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「あれやこれや」 
                後藤明久 

 

 

 

今年もとうもろこし 頑張りました。

いろいろ試行錯誤しながら、何とか 36 日間

収穫出荷しました。畑作りから植え付け、消毒

作業と大忙しでした。人手が減ったまま、皆の

協力とドローン導入で効率化を図り、何とか

終わり、通常に戻りました。9 月からはワイズ

活動、富士山例会から楽しみます 

              

 

≪山梨 YMCA だより≫ 

 

銀河鉄道の森から 

「わくわく」を育む未来へ    

山梨 YMCA 総主事 中田 純子 

9 月、防災を強く意識する季節です。この夏

の連日の猛暑や豪雨に加え、熊本地震や千葉

豪雨の記憶、気候変動や気温上昇、連日のク

マ出没など、自然の調和が大きく揺らぐ日々

が続いています。「壊れた自然の循環を取り

戻せるのか」という大きな問いの前に立つと 

 

 

き、私たちは「すべての命はつながり、生かさ

れている」という原点に立ち返らされます。か

つての姿にすぐ戻すことは難しくても、自然

への敬意と命の尊さを心に留め、変化した環

境に適応しながらたくましく生きる工夫が

今、求められています。向き合うためのカギ

であり、心豊かに育つための魔法の言葉は

「わくわく」です。YMCA が大切にしてき

「Spirit, Mind, Body（スピリット・マインド・

ボディ）」をフルに呼び覚まし、森の中で風に

押され、仲間と協力して試練を乗り越える。

自然の恵みと厳しさの両方を全身で受け止

め、心躍らせ「わくわく」の体験を重ねること。

それこそが、いざという時に自分と他者の命

を守る「本物の知恵」へと変わっていきます。

自然を愛し、慈しみ守ることこそが、私たちが

地球に届けられる最高の「恩返し」です。そん

な命と出会う冒険の舞台が、山梨 YMCA の

「銀河鉄道の森」にあります。創立 80 周年記

念「施設整備募金 2026」のスタートに伴い、

「まだ見ぬ森の見学会をしよう。」「東屋がな

いのであれば、作っちゃおうじゃないか」「あ

の森にいろいろな人を招こう」と少年のよう

に目を輝かせたワイズメンの皆様から熱いお

声をいただきました。これまでも試練のたび

に温かい言葉と祈りと募金で支えてくださっ

た皆様の情熱という「わくわく」と、この森に

集う子どもたちの「わくわく」の好奇心が重な

り合う時を想像すると、私自身胸が躍り、未

来への希望の光が差し込んできます。この大

切な拠点をどのように生かすのかが試される

今、「施設整備募金 2026」へのご協力をよ

ろしくお願い申し上げます。「どんなところ？」

と心が「わくわく」された方、ぜひ山梨

YMCA 生涯学習事業までお気軽にお問い合

わせください。「わくわく」を育む希望の未来

へ向かって共に歩んでまいりましょう。 

 

 

 

熊本地震献金 

 

銀河鉄道の森基金 

 
 

これからの予定 

 

9 月  11 日(金)        9 月第 1 例会            19 時～ 赤い屋根 

9 月  25 日(金)        9 月第 2 例会                 19 時～ 赤い屋根 

9 月  26 日（土）‐27(日) 第 22 回富士山例会        14 時   富士山 5 合目 佐藤小屋 

10 月    9 日(金)       １０月第 1 例会                      19 時～ 赤い屋根 

10 月 23 日（金）        10 月第 2 例会           19 時～ 赤い屋根 


